





















































































2．epidermal growth factor（EGF）、insulin－like growth factor－I（IGF－1）と
prostaglandin E2（PGE2）を添加培養すると、培養間質細胞の脱落膜化率が30％から40％
ほどに増加した。
などの所見が得られた。
以上の結果は、マウスを用いたin vitro培養系で子宮問質細胞の脱落膜化を起こすことに初めて
成功し、着床メカニズムの研究に有用なモデルを提供した点に意義があり、博士（医学）の学位論
文として価値あるものと認められる。
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